
て
を
り
ま
し
た
。
（
下
略
）

（
外
人
女
子
の
入
学
を
認

こ
の
広
告
文
や
「
東
京
美
術
学
校
規
則
」
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
募
集

方
法
に
二
通
り
あ
り
、

一
っ
は
本
校
に
お
け
る
入
学
試
験
の
実
施
で
あ
り
、
も

ぅ
―
つ
は
地
方
庁
特
選
法
で
あ
っ
た
。
応
募
資
格
は
満
十
六
歳
以
上
、
満
二
十

五
歳
以
下
の
品
行
善
良
、
身
体
強
健
な
る
者
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
性

別
を
制
限
す
る
規
則
は
な
か
っ
た
が
、
右
の
広
告
文
や
或
い
は
地
方
庁
に
配
布

し
た
募
集
要
項
に
は
男
子
に
限
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
事
実
上
、
本
校

は
第
二
次
大
戦
後
ま
で
女
子
の
入
学
を
認
め
な
か
っ
た

め
た
例
は
あ
る
）
。

こ
の
最
初
の
生
徒
募
集
に
応
じ
て
入
学
願
書
を
出
し
た
溝
口
宗
文
は
、
次
の

よ
う
に
当
時
を
回
顧
し
て
い
る
。

（
上
略
）
其
の
入
學
試
験
の
前
に
ち
ょ
っ
と
面
白
い
の
は
入
學
願
書
を
差

出
す
の
に
ど
こ
に
持
つ
て
行
っ
た
か
と
い
ふ
と
、
先
刻
鳥
渡
申
ま
し
た
學

校
創
立
事
務
所
で
あ
っ
た
。
い
ま
の
小
石
川
の
植
物
圏
の
一
番
隅
に
あ
り

マ
マ

ま
し
た
圏
諧
取
調
所
の
小
屋
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
行
く
の
で
し
た
。

い
ま
は
町
に
な
っ
て
を
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
植
物
園
の
前
は
そ
の
頃
全
く

田
圃
で
、
砲
兵
工
廠
の
と
こ
ろ
を
通
つ
て
い
ま
の
指
ヶ
谷
町
あ
た
り
か
ら

左
に
入
っ
て
田
圃
道
を
行
っ
て
植
物
園
内
の
事
務
所
へ
持
つ
て
行
っ
た
の

で
す
。
又
そ
の
と
き
の
書
生
の
風
は
み
な
朴
歯
の
下
駄
を
履
い
て
、
粗
末

な
る
着
物
と
袴
を
着
て
を
つ
た
も
の
で
し
た
が
、
思
ひ
出
し
て
も
現
代
と

隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
芳
崖
さ
ん
や
諸
先
生
が
箱
を
描
い
て
お

マ
マ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
圏
粛
取
調
所
と
い
ふ
小
さ
な
札
が
掛
つ

（
「
溝
口
翁
に
明
治
の
美
術
界
を
聴
く
」
『
古
美
術
』
第
十
三
巻
第
十
二
号
。
昭
和
十

臨
画

読
書
お
よ
び
作
文
（
漠
字
交
り
文
）

算
術
（
全
体
）

日
本
歴
史
（
大
要
）

八
年
十
二
月
）

第

一
回
入
学
者
選
抜

第
一
回
入
学
者
選
抜
は
明
治
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
同
月
二
十
八

日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
志
願
者
総
数
一
三
八
名
。
こ
の
う
ち
本
校
で
受
験

し
た
者
一
―
四
名
、
地
方
庁
特
選
に
係
る
者
二
四
名
。
本
校
で
の
試
験
の
課
目

は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

↓
 

9
,
1

、ロ国四⑮
図
案
若
し
く
は
彫
刻
摸
造

H
に
つ
い
て
は
「
画
山
水
を
見
る
の
記
」
と
い
う
題
で
作
文
せ
よ
と
い
う
問

題
が
出
さ
れ
た
。
受
験
生
た
ち
は
、
左
記
の
例
が
示
す
と
お
り
、
各
自
経
験
に

基
づ
い
て
文
章
を
作
っ
た
。

学
科
試
験
答
案

甲
上
掘
山
水
ヲ
観
ル
ノ
記

蒼
崖
百
尺
、
碧
灌
千
尋
、
奔
泉
一
道
深
ク
雲
姻
ヲ
窄
チ
去
リ
、
俯
仰
其

恰
ソ
ト
際
嵯
ヲ
見
ズ
、
岩
二
横
フ
ノ
老
松
槌
播
メ
双
龍
ノ
相
争
フ
ガ
如

ク
、
水
二
激
ス
ル
ノ
盤
石
冗
ト
メ
猛
虎
ノ
谷
二
鳴
ク
ニ
似
タ
リ
、
樹
掩
ヒ

苔
長
ジ
日
暗
ク
雲
閥
シ
人
ヲ
メ
見
ル
／
＼
辣
然
ト
メ
毛
髪
立
チ
府
粟
ヲ
生

セ
シ
ム
之
レ
則
チ
日
光
山
華
巌
ノ
瀑
ノ
品
也
唯
憾
ム
ラ
ク
ハ
其
ノ
何
人
ノ
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寧
山
水
ヲ
観
ル
記

友
人
某
君
性
甚
夕
山
水
ヲ
好
ム
常
二
勝
地
ヲ
探
リ
以
テ
其
心
ヲ
快
ニ
ス

余
亦
ク
此
癖
ア
リ
而
レ
圧
勝
目
〖
二
乏
シ
ク
且
ッ
世
務
二
覇
カ
レ
意
ノ
如
ク

ス
ル
能
ハ
ス
故
二
書
諧
ヲ
取
ッ
テ
以
テ
独
リ
楽
ム
一
日
君
来
リ
告
ヶ
テ
日

ク
好
勝
地
ア
リ
子
其
レ
共
二
遊
ハ
ソ
カ
余
日
ク
吾
二
君
ノ
勝
具
ナ
シ
焉
ソ

君
卜
典
ニ
ス
ル
ヲ
得
ソ
君
笑
テ
日
ク
否
山
水
近
シ
勝
具
ヲ
要
セ
サ
ル
ナ
リ

余
以
テ
戯
ト
ナ
ス
君
即
チ
一
小
図
巻
ヲ
懐
中
二
出
タ
シ
余
二
示
シ
テ
曰
ク

是
レ
昨
得
ル
所
ノ
山
水
ナ
リ
子
之
ヲ
見
ル
如
何
卜
余
受
ケ
テ
之
ヲ
見
ル
ニ

長
ヶ
一
尺
餘
蓋
シ
横
幅
ナ
リ
古
色
蒼
然
質
素
飾
ラ
ス
之
ヲ
披
ク
ニ
巻
首
某

公
ノ
題
某
氏
ノ
序
ア
リ
讀
テ
始
メ
テ
其
何
年
頃
ノ
名
家
ノ
作
タ
ル
ヲ
知
ル

江
水
洋
々
ト
シ
テ
流
レ
祗
葦
其
問
二
叢
生
シ
参
差
舟
路
ヲ
絶
ッ
而
シ
テ
衆

山
其
奥
二
列
シ
高
キ
モ
ノ
低
キ
モ
ノ
重
登
層
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
之
ヲ
某
氏
ノ
聾

甲
上

手
二
成
リ
シ
ャ
ヲ
知
ル
ニ
由
ナ
キ
ヲ
而
メ
余
ハ
更
ラ
ニ
―
感
慨
ノ
脳
裏
ニ

上
ル
モ
ノ
ア
リ
何
ゾ
ヤ
夫
レ
我
神
洲
境
小
ナ
リ
ト
蛍
圧
而
メ
秀
霊
。
人
倭

ナ
リ
ト
蛍
圧
而
メ
雅
傑
。
世
界
萬
邦
絶
テ
其
比
ヲ
見
ズ
何
ガ
故
二
然
ル
ヤ

蓋
シ
我
邦
東
方
元
氣
ノ
i

卒
マ
ル
所
太
陽
妓
二
出
デ
人
舞
此
二
始
マ
ル
則
チ

コ
レ
一
種
霰
然
能
ク
萬
邦
ノ
及
ビ
難
キ
所
ア
ル
以
所
嘗
テ
之
レ
ヲ
韓
文
ニ

見
タ
リ
山
秀
水
成
ノ
慮
必
ラ
ズ
偉
人
ア
ラ
ン
ト
嗚
呼
我
国
ノ
美
術
二
於
ケ

ル
全
国
到
ル
虞
風
景
帝
絶
日
光
ノ
如
キ
松
島
ノ
如
キ
其
他
天
ノ
橋
立
厳
島

等
世
界
絶
無
ノ
勝
地
畢
テ
算
フ
ベ
カ
ラ
ズ
乃
チ
何
ゾ
知
ラ
ン
山
秀
水
霊
此

ノ
如
キ
ノ
我
国
ニ

メ
而
メ
美
術
ノ
世
界
二
超
越
ス
ル
ノ
怪
ム
ニ
足
ラ
ザ
ル

所
以
ヲ
亦
何
ゾ
独
リ
美
術
上
ノ
観
察
二
於
テ
ノ
ミ
然
リ
ト
セ
ソ
乎

坂
井
紅
児
稿

横
山
秀
麿

一
甕
ア
リ
水
ハ
消
々
ト
シ
テ
苛
厳
ノ
間
ヲ
流
レ
松
ハ
亭
々
ト
シ
テ
碧
空

ノ
中
二
聾
へ
芳
草
地
二
満
テ
瑞
花
新
二
開
キ
百
樹
森
々
ト
シ
テ
枝
葉
皆
青

々
タ
リ
風
枝
ヲ
鳴
ラ
シ
テ
笛
琴
ヲ
鳴
ラ
シ
厳
水
ヲ
激
シ
テ
鼓
弦
ヲ
弄
シ
苛

鳥
其
問
二
凛
々
シ
テ
為
二
舞
ヒ
帝
獣
愛
々
ト
シ
テ
或
ハ
東
奔
或
ハ
西
走
ス

帝
人
ア
リ
白
髪
白
髯
而
モ
童
顔
園
々
園
坐
欣
然
ト
シ
―
二
其
風
景
ヲ
愛
ス

ル
ニ
サ
モ
似
タ
リ
其
境
界
実
二
欣
望
二
勝
ヘ
ズ
一
見
亦
一
見
再
視
再
―
―
―
ス

ル
ヤ
興
愈
濃
ヤ
カ
ニ
身
現
二
其
仙
境
二
遊
プ
ガ
如
シ
其
図
按
ノ
妙
ナ
ル
其

品
位
ノ
高
尚
ナ
ル
未
ダ
曽
テ
視
ザ
ル
所
ナ
リ
然
リ
而
メ
需
其
物
料
タ
ル
唯

和
黒
ヲ
以
テ
濃
淡
ヲ
取
リ
和
筆
ヲ
以
テ
之
ヲ
塗
抹
セ
シ
ニ
過
ギ
ズ

余
之
ヲ
聞
ク
壼
二
東
西
両
霊
ア
リ
テ
東
霊
ナ

ル
モ
ノ
ハ
則
チ
我
日
本
甕

丙
上

軍
山
水
ヲ
観
ル
ノ
記

ク
所
ノ
第
一
図
ト
ス
一
峯
水
二
臨
｀
｀
、
テ
高
ク
峨
々
ト
シ
テ
天
空
二
峙
チ
一

面
切
戟
シ
テ
山
肉
現
ハ
ル
、
者
之
ヲ
某
氏
ノ
画
ク
所
ノ
第
二
図
ト
ナ
ス
第

―
―
―
ハ
則
チ
古
松
数
十
本
山
ノ
腹
脊
二
起
リ
屈
枝
相
交
リ
飛
龍
ノ
相
争
フ
ノ

状
ヲ
ナ
ス
松
間
一
亭
ア
リ
一
目
湖
上
ノ
景
ヲ
尽
ク
ス
是
レ
ヲ
某
氏
ノ
作
卜

ス
第
四
ハ
則
チ
某
氏
ノ
画
ク
所
ノ
両
嶽
相
劉
ノ
問
飛
瀑
懸
ル
ノ
図
ト
ナ
ス

水
勢
奔
蕩
岩
二
激
シ
石
二
砕
ケ
飛
沫
雨
ノ
如
ク
轟
然
声
ヲ
ナ
ス
余
是
二
於

テ
快
甚
シ
ク
亦
愈
々
見
ヲ
已
ム
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
和
春
陽
暢
楊
柳
黄
ハ
ム
モ

ノ
秋
風
爾
々
孤
雁
悲
ム
モ
ノ
或
ハ

雪
城
ノ
態
ト
ナ
リ
或
ハ
月
夜
ノ
景
ト
ナ

リ
酒
ヲ
酌
テ
楽
ム
モ
ノ
釣
ヲ
罷
メ
テ
蹄
ル
モ
ノ
図
ノ
数
凡
テ
ニ
十
有
五
而

シ
テ
各
其
筆
ヲ
殊
ニ
シ
趣
ヲ
異
ニ
ス
余
見
詑
テ
巻
テ
之
ヲ
還
ヘ
シ
テ
曰
ク

旺
楽
極
マ
レ
リ
亦
夕
何
ヲ
カ
要
セ
ン
君
復
ク
之
ヲ
懐
ニ
シ
テ
去
ル

岡
本
勝
元
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西
壷
ハ
則
チ
欧
米
ノ
鉛
筆
画
ナ
ル

7
ヲ
東
盟
ハ
之
ヲ
思
想
二
訴
へ
西
粛
ハ

唯
単
二
天
然
ノ
形
象
二
法
リ
敢
テ
思
想
ヲ
交
デ
ス
ザ
ル

7
ヲ

抑
美
術
ノ
美
術
ク
ル
所
以
其
思
想
ノ
高
尚
ニ
シ
テ
其
図
按
ノ
妙
二
人
其

ノ
霊
ヲ
視
テ
身
其
物
二
接
ス
ル
ガ
如
ク
能
ク
吾
等
ノ
情
ヲ
感
激
七
シ
ム
ル

ニ
ア
ル
ナ
リ
東
聾
ハ
則
チ
思
想
ニ
ョ
リ
図
按
二
考
ヘ
テ
一
物
ヲ
メ
千
変
万

化
シ
愈
々
霊
テ
益
々
其
帝
ヲ
得
セ
シ
メ
能
ク
人
情
二
投
ゼ
シ
ム
ル
モ
西
甕

ニ
至
リ
テ
ハ
其
物
ノ
動
止
如
何
二
関
セ
ズ
目
之
ヲ
視
テ
唯
雖
二
之
ヲ
吾
手

ニ
運
バ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
リ
敢
テ
思
想
二
訴
ヘ
ザ
ル
ナ
リ
蛍
二
千
変
万
化
ノ

妙
術
ヲ
治
ム
ヲ
得
ソ
ヤ
、
素
ョ
リ
西
画
卜
呈
物
其
ノ
物
ノ
員
象
ヲ
取
ル
ニ

於
テ
ハ
妙
ヲ
得
ク
リ
ト
ス
ル
モ
之
ヲ
和
盟
二
比
ス
ル
片
ハ
其
品
位
ノ
劣
レ

ト
ボ

ル
其
思
想
二
亡
シ
キ
遥
力
下
二
位
ス
ル
ト
謂
フ
可
シ
卑
豆
二
亦
百
論
ノ
ア
ル

ア
ラ
ン
ヤ
唯
当
時
欧
米
ハ
文
明
ノ
中
心
ナ
リ
其
極
点
ヲ
究
メ
ク
リ
其
ノ
制

度
文
物
ノ
美
ナ
ル
羊
皿
シ
他
二
比
肩
ス
ル
ナ
キ
ナ
リ
故
二
我
民
人
一
度
其
文

明
二
接
ス
ル
ヤ
忽
チ
彼
レ
ニ
深
酔
シ
彼
レ
ヨ
リ
来
ル
モ
ノ
ハ
其
何
タ
ル
ヲ

論
ゼ
ズ
皆
是
ナ
リ
ト
考
へ
為
二
千
古
其
名
ヲ
海
内
二
轟
カ
シ
ク
ル
日
本
聾

ヲ
棄
テ
A

彼
ノ
西
画
二
摸
セ
ソ
ト
ス
是
レ
所
謂
我
ガ
長
ヲ
棄
テ
、
彼
ノ
短

ニ
習
ハ
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
其
愚
実
二
笑
二
勝
ヘ
ク
リ
我
英
明
ナ
ル
文

部
大
臣
先
二
此
二
視
ル
ア
リ
テ
当
時
東
京
美
術
学
校
ヲ
設
立
セ
ラ
ル
是
レ

盗
シ
我
日
本
聾
ヲ
シ
テ
益
其
奥
ヲ
究
メ
益
其
妙
ヲ
尽
ク
シ
遂
二
世
界
二
独

マ
マ

歩
タ
ラ
シ
メ
ソ
ト
ス
ル
ノ
意
ナ
ル
ベ
シ
吾
人
敢
テ
欣
望
二
勝
ヘ
ズ
怒
力
以

テ
之
二
報
セ
ズ
ン
バ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
盟
山
水
ヲ
視
テ
大
二
感
ズ
ル
所
ア
リ

テ
之
ヲ
記
ス

前
記
試
験
課
目
の
口
は
計
算
問
題
が
三
問
出
題
さ
れ
、
国
は
仏
教
伝
来
、
賢

聖
障
子
、
元
冦
、
足
利
時
代
の
美
術
、
徳
川
時
代
の
文
学
等
五
項
目
に
つ
い
て

記
述
せ
よ
と
い
う
出
題
が
な
さ
れ
た
。

実

技

試

験

四
、
回
は
実
技
試
験
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
具
体
的
資
料
を
欠
く

が
、
左
記
の
受
験
生
の
回
顧
談
に
よ
れ
ば
、
四
は
手
本
の
模
写
、
価
の
図
案
は

い
わ
ゆ
る
図
案
（
装
飾
デ
ザ
イ
ン
）
で
は
な
く
、
本
校
の
授
業
科
目
の
―
つ
で
も

あ
る
新
案
、
す
な
わ
ち
創
作
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
囲
で
は
彫
刻
摸
造
を

選
択
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
該
当
者
が
あ
っ
た
か
否
か

は
不
明
で
あ
る
。
溝
口
宗
文
は
実
技
試
験
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る。

〔
上
略
〕
そ
れ
で
い
よ
い
よ
試
瞼
の
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
さ
う
し
た
と

こ
ろ
が
闘
聾
は
た
し
か
臨
聾
と
い
ふ
の
が
試
験
の
科
目
に
あ
っ
て
、
甕
の

手
本
が
木
版
で
で
き
て
を
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
有
名
な
夏
珪
の
小
品
山
水

双
幅
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
ど
っ
ち
で
も
好
き
な
方
を
や
れ
と
い
ふ
の

で
、
そ
の
内
の
一
枚
を
臨
聾
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
場
中
を
見
渡
し
て
み

る
と
、
初
め
て
學
校
に
来
た
の
で
お
互
ひ
に
ど
こ
の
息
子
か
わ
か
ら
な
い

が
、
後
年
の
大
家
大
観
君
に
し
ろ
、
観
山
君
に
し
て
も
紫
水
君
な
ど
皆
こ

の
う
ち
に
ゐ
た
わ
け
だ
。
そ
れ
で
臨
聾
の
方
は
い
4

と
し
て
、
今
度
は
新

案
の
試
験
を
し
た
。
た
し
か
宜
技
の
試
験
は
臨
聾
と
新
案
の
ニ
ッ
だ
っ
た

と
思
ふ
が
、
そ
の
新
案
は
か
ね
て
教
へ
て
貰
つ

て
ゐ
る
か
ら
下
手
な
山
水

か
な
ん
か
私
は
描
い
て
出
し
た
と
思
ひ
ま
す
が
、
〔
中
略
〕
そ

の
と
き
に
面

白
い
の
は
江
見
水
蔭
さ
ん
が
受
瞼
に
来
て
ゐ
た
さ
う
だ
。
そ
れ
が
新
案
の
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時
に
自
分
の
好
き
な
箱
を
描
け
と
い
ふ
も
の
だ
か
ら
江
見
さ
ん
は
例
の
山

崎
街
道
の
典
市
兵
衛
を
描
い
た
と
い
ふ
の
だ
。
そ
れ
は
後
に
聞
い
た
の
で

す
が
そ
れ
を
一
番
非
難
し
た
の
は
フ
エ
ノ
ロ
サ
だ
と
い
ふ
こ
と
で
す
。
箱

は
よ
く
で
き
て
ゐ
る
の
で
す
が
、
荀
も
美
術
學
校
の
入
學
試
験
を
受
け
に

来
る
の
に
追
剣
ぎ
を
描
く
と
は
こ
ん
な
怪
し
か
ら
ぬ
こ
と
は
な
い
と
い
ふ

の
で
落
第
さ
せ
た
。
そ
れ
で
江
見
さ
ん
は
其
後
文
筆
家
に
か
は
っ
た
の
だ

さ
う
で
す
。

鉛
筆
画
と
毛
筆
画

実
技
試
験
に
つ
い

て
は
横
山
大
観
も
回
想
記
を
残
し
て
い
る
。

そ
の
と
き
、
美
術
學
校
で
は
洋
聾
と
日
本
霊
と
合
は
せ
て
五
十
人
し
か

マ

マ

と
ら
な
い
の
に
、
三
百
五
十
人
ほ
ど
の
應
募
者
が
あ
り
ま
し
た
。
試
瞼
は

毛
筆
霊
で
も
よ
く
、
鉛
筆
霊
で
も
よ
く
、
い
づ
れ
か
自
分
の
希
望
す
る
方

を
選
ん
で
願
書
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
私
は
毛
筆
聾
の
方
は

殆
ん
ど
自
信
が
な
く
、
鉛
筆
蓋
な
ら
ば
中
學
以
来
多
少
の
経
瞼
も
あ
っ
た

の
で
、
鉛
筆
霊
の
願
書
を
出
し
ま
し
た
。

愈
々
試
験
の
営
日
と
な
っ
て
み
る
と
、
私
は
聯
か
駕
か
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
い
ふ
の
は
日
本
甕
の
希
望
者
は
百
人
足
ら
ず
で
あ
る
の

マ

マ

に
、
鉛
筆
聾
の
希
望
者
は
二
百
人
を
越
え
て
ゐ
ま
し
た
。
し
か
も
様
子
を

窺
へ
ば
そ
の
志
願
者
の
多
く
が
、

「
お
れ
は
小
山
（
正
太
郎
）
の
塾
で
五

年
や
っ
て
ゐ
た
」
と
か
、

「
お
れ
は
五
姓
田
（
芳
柳
）
の
と
こ
ろ
へ
七
年

行
っ
て
ゐ
た
」
と
か
い
ふ
や
う
な
、
大
愛
な
人
ば
か
り
揃
つ
て
ゐ
ま
し

（
「
溝
口
頷
に
明
治
の
美
術
界
を
聴
く
」
前
出

（
『
大
観
画
談
』
昭
和
二
十
六
年
。
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）

た
。
そ
れ
で
私
は
す
つ
か
り
あ
わ
て
て
し
ま
ひ
、
こ
れ
で
は
と
て
も
こ
の

難
闊
を
突
破
す
る
の
は
む
づ
か
し
い
、
い
つ
そ
日
本
聾
で
受
験
す
る
方
が

却
っ
て
得
策
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
へ
ま
し
た
。
私
は
早
速
そ
の
時

の
試
験
官
で
あ
っ
た
今
泉
雄
作
氏
に
面
會
し
て
、
日
本
甕
で
受
験
し
た
い

か
ら
と
愛
更
を
願
つ
て
み
ま
し
た
。
多
分
一
蹴
さ
れ
る
だ
ら
う
と
内
心
は

甚
だ
不
安
で
し
た
が
、
営
つ
て
み
る
と
意
外
に
も
そ
の
愛
更
が
許
さ
れ
た

の
で
す
。

そ
こ
で
こ
ん
ど
は
日
本
甕
の
受
瞼
者
の
控
室
へ
行
っ
て
み
ま
し
た
。
す

る
と
、
こ
こ
に
も
狩
野
芳
崖
の
四
天
王
と
か
、
雅
邦
の
高
弟
と
か
い
ふ
の

が
ず
ら
り
と
揃
つ
て
ゐ
た
の
で
、
こ
れ
は
ま
た
い
け
な
い
と
思
ひ
ま
し
た

が
、
い
ま
さ
ら
蹄
る
わ
け
に
も
行
き
ま
せ
ん
か
ら
、
日
本
壷
の
筆
の
持
ち

方
な
ど
は
隣
り
の
人
を
慎
似
て
や
っ
た
も
の
で
す
。
恰
度
、
隣
り
に
南
霊

を
描
く
人
が
を
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
人
の
描
く
の
を
見
て
ゐ
ま
し
た
。

窟
生
と
圏
案
と
臨
模
の
、
三
つ
の
試
験
を
受
け
た
の
で
す
。
窟
生
は
木
炭

で
中
學
で
や
っ
た
や
う
に
や
り
ま
し
た
。
岡
案
は
細
い
線
で
描
き
、
臨
模

も
そ
こ
に
い
ろ
い
ろ
な
手
本
が
あ
っ
た
の
で
描
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
幸
か

不
幸
か
誤
つ
て
入
學
し
て
し
ま
つ
て
、
と
う
と
う
聾
家
に
な
っ
て
し
ま
ひ

ま
し
た
。
や
は
り
、
人
間
の
運
命
な
ど
と
い
ふ
も
の
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
大
観
の
回
顧
談
に
は
記
憶
違
い
と
み
ら
れ
る
箇
所
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
あ

る
が
、
実
技
試
験
で
毛
筆
画
、
鉛
筆
画
の
い
ず
れ
か
得
意
な
方
を
選
ば
せ
た
と

い
う
の
は
事
実
で
あ
る
。
受
験
者
一

―
四
名
の
う
ち
下
村
観
山
、
横
山
大
観
、

西
郷
孤
月
、
本
多
天
城
、
溝
口
宗
文
、
六
角
紫
水
そ
の
他
計
五
五
名
が
毛
筆
画
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を
選
び
、
白
鳥
駒
吉
、
澤
藤
太
郎
、
山
田
叔
二
郎
、
武
田
（
桜
岡
）
―
―
―
四
郎
、

亀
岡
末
吉
、
峯
斧
吉
そ
の
他
計
五
九
名
が
鉛
筆
画
を
選
ん
で
受
験
し
た
。

地

方

特

選

一
方
、
地
方
庁
特
選
法
の
場
合
は
、
上
記

H
口
国
の
課
目
に
つ
い

て
地
方
庁

が
合
否
を
判
定
し
、
合
格
者
に
四
⑮
に
相
当
す
る
製
作
物
を
本
校
へ
送
ら
せ
、

そ
れ
を
審
査
し
て
入
学
の
可
否
を
決
定
し
た
が
、
実
施
情
況
を
具
体
的
に
把
握

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
本
学
所
蔵
「
諸
新
聞
切
抜
」
（
明
治
二
十
四

年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
明
治
二
十
四
年
度
募
集
の
際
の
本
校
よ
り
各
道
県
庁

宛
照
会
の
記
事
の
中
に
、
左
記
の
よ
う
な
詳
細
な
内
容
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
第
一
回
募
集
の
際
の
情
況
を
類
推
す
る
の
み
で
あ
る
。
大
村
西
崖
や

島
田
佳
突
は
こ
の
地
方
庁
特
選
法
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
た
。

0
東
京
美
術
學
校
に
て
は
本
年
九
月
普
通
科
第
一
年
生
男
四
十
名
の
入
學

を
許
す
に
付
き
貴
縣
に
於
て
将
来
美
術
上
見
込
み
あ
る
人
あ
ら
ば
七
月
十

一
日
ま
で
に
申
込
あ
り
た
＜
尚
ほ
本
人
の
製
作
品
等
を
も
同
日
ま
で
に
送

致
あ
り
た
き
旨
同
校
長
岡
倉
覺
一
―
―
氏
よ
り
本
照
知
事
に
照
會
し
末
れ
り

（
明
治
二
十
四
年
五
月
五
日

『愛
媛
新
報
』
）

0
美
術
學
校
に
開
す
る
武
内
書
記
官
の
照
會

本
年
九
月
東
京
美
術
學
校
に
於
て
普
通
科
第
一
級
生
徒
男
子
四
十
名
府
縣

特
選
法
に
依
り
募
集
す
る
由
は
営
て
記
載
せ
し
所
な
る
が
本
縣
書
記
官
は

昨
五
日
左
の
入
學
手
績
書
を
副
へ
来
る
三
十
一
日
限
其
有
無
を
通
報
す
へ

き
旨
各
部
長
へ
照
會
し
た
り
と

ヽ 一
、
入
學
志
望
者
ハ
栞
性
美
術
の
技
能
を
有
す
る
や
否
や
且
卒
業
の
上

は
箱
盛
彫
刻
及
美
術
工
藝
の
諸
技
に
従
事
し
若
く
は
普
通
闘
盟
の

教
員
た
る
の
見
込
等
を
詳
記
し
本
人
の
履
歴
書
を
添
御
差
出
相
成

度
候
事

一
、
規
則
第
十
三
條
に
掲
く
る
試
瞼
課
目
中
第
一
第
二
第
三
第
四
の
課

目
は
尋
常
中
學
校
第
二
年
級
の
程
度
を
修
了
し
た
る
も
の
は
試
験

を
須
い
す
合
格
と
し
否
ら
さ
る
も
の
は
該
程
度
に
依
り
試
験
を
施

し
合
格
不
合
格
を
判
定
す
へ
き
事
但
試
瞼
は
本
題
に
於
て
之
を

行
ひ
期
日
ハ
追
て
通
報
可
及
事

一
、
仝
上
第
五
第
六
の
課
目
は
本
題
に
於
て
左
の
制
限
に
應
し
岡
盛
或

は
彫
刻
の
一
課
目
を
製
作
せ
し
め
且
一
両
年
前
以
降
の
製
作
物
に

し
て
適
営
な
る
も
の
と
併
せ
て
之
を
徴
す
へ
ぎ
事
但
箇
敷
は
新

作
藉
作
各
一
個
と
す

一
、
闘
聾

浮
彫
半
肉

刻
品
の
全
体
若
く
は
一
部
分

一
、
前
項
の
製
作
物
は
総
て
美
術
の
趣
致
を
主
と
し
流
派
及
用
材
用
具

に
は
拘
は
ら
す
人
物
山
水
花
鳥
器
物
等
題
旨
の
何
た
る
を
論
せ
す

自
己
の
新
案
に
成
り
且
甚
し
く
簡
易
疎
築
に
失
せ
さ
る
を
要
す
る

事

着
色
を
用
ひ
す
十
分
の
濃
淡
を
施
し
た
る
も
の

尺
に
二
尺
五
寸
以
下
一
尺
四
方
以
上

二
尺
四
方
以
下

五
寸
四
方
以
上

〔按
〕

一
両
年
前
以
降
の
製
作
は
新
接
若
く
は
臨
摸
た
る
に
拘
は
ら
ず
前

項
の
主
旨
に
準
し
専
ら
作
者
の
所
長
を
示
す
へ
き
も
の
に
し
て
製

作
の
時
間
を
明
記
し
併
せ
て
自
己
の
製
作
物
た
る
こ
と
を
證
明
す

一
、
彫
刻

彫 四
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10 9 8
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

ー

下

村

睛

三

郎

溝
口
禎
二
（
次
）
郎

西

郷

規

倉

田

徳

松

山
田
於
菟
三
郎

岡

本

勝

元

関

保

之

助

疋
田
（
高
屋
）
徳
次
郎

内
海
広
精
（
輝
国
）

横

山

秀

麿

宗 観 孤 睛何 秋 大夏肖

学
籍
簿
順
一

姓

名

一
雅

号

る
を
要
す
る
事

一
、
本
入
學
の
許
否
は
裳
校
に
於
て
其
製
作
物
等
審
査
の
上
決
定
の
筈

に
候
事

逐
て
営
校
規
則
は
明
治
廿
三
年
九
月
二
日
三
日
の
官
報
に
登
載

有
之
候

以
上
が
第
一
回
入
学
者
選
抜
の
概
要
で
あ
る
が
、
規
則
に
も
謳
わ
れ
て
い
る

と
お
り
、
選
抜
の
際
に
は
学
科
よ
り
も
実
技
を
重
視
し
、
学
科
が
不
合
格
で
も

技
能
が
優
秀
な
場
合
は
入
学
さ
せ
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
た
。

選
抜
の
結
果
、
本
校
で
受
験
し
た
者
の
う
ち
五
十
名
、
地
方
庁
特
選
と
な
っ

た
者
の
う
ち
十
五
名
、
合
計
六
十
五
名
が
合
格
し
、
明
治
二
十
二
年
一
月
十
七

日
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
。

第
一
回
入
学
生
一
覧

川
辺
御
楯
塾

哲
渡
辺
金
秋
、
狩
野
芳
崖
門

舟

東

京

、
私
立
成
立
学
舎
、
橋
本
雅
邦
門

観
東
京
府
立
中
学
校
、
結
城
正
明
門

石
川
県
師
範
学
校
、
金
沢
、
市
村
オ
吉

郎
（
洋
画
）
門

石有
三
重
県
尋
常
中
学
校

村
川
辺
御
楯
塾

東
京
英
語
学
校
初
等
科
―
―
一
年
修
了
、
狩

月
野
友
信
門

山
橋
本
雅
邦
門

文

東

京

、
攻
玉
舎
、
橋
本
雅
邦
門

出
身
校
ま
た
は
出
身
画
塾
等

（
計
六
十
五
名
の
う
ち
二
名
の
姓
名
不
明
）

（
同
年
同
月
六
日
同
紙
）

39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 
‘̀ 

28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 

石

川

準

礼

津

村

米

太

郎

秋

月

復

郎

小
山
（
武
谷
）
富
造

竹

内

次

郎

広

川

栄

三

郎

藤
岡
（
六
角
）
注
多
良

武
田
（
桜
岡
）
一
二
四
郎

宮

田

辰

太

郎

松

橋

宗

明

餓
原
（
石
川
）
巳
七
雄

井
原
（
宮
本
）
二
七
郎

峯

斧

吉

沢

藤

太

郎

飯
田
仁
―
―
―
郎

斎

藤

近

昌

岡

部

覚

弥

白

井

保

次

郎

三

輪

青

谷

赤

羽

知

足

本

多

佑

輔

塩
沢
峯
吉
（
大
村
西
崖
）

島

田

友

春

島
岡
（
小
栗
）

常
蔵

島

田

佳

突

小

島

光

真

小

倉

要

亀

岡

吉

鵜

殿

清

末

可

山

府

立

中

学
校

松

泉

独

逸

学

協

会

学
校

竺

堂

津

中

学

校

嗚
月
福
岡
県
立
修
猷
館
中
学
校

山
黒
田
小
学
校
中
等
科

、

岳
学
習
院
中
等
科

福
岡
中
学
三
年
修
了

三
重
県
立
中
学
四
年
修
了
、
太
田
棲
雲

洋

り
r
 

光
僧
奄
麹
町
、
私
立
商
業
素
修
学
校

香

湖
台

山

可
明
広
島
初
等
師
範
学
校
、
狩
野
友
信
、
結

紫

水

城

正

明

門

石
川
県
専
門
学
校

浩 秀輝 瓦 雨 帰天雪

邦城
江
沢
勝
美
（
洋
画
）
、
狩
野
芳
崖
門

堂

新

関

雲
屏
（
文
人
画
）
門

宇
和
島
、
南
豫
中
学
一
年
修
了、

望
月

玉
泉
門

山全
広
島
県
尋
常
中
学
―
―
一
年
修
了

長

庚

番
町
学
校
小
学
科
、
安
田
老
山、

河
鍋

暁
斎
、
銭
吉
生
、
沈
心
海
門

景

州

石

川
県
工
業
学
校

独
山
岐
阜
県
尋
常
中
学
校

橋
本
雅
邦
門
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明
治
二
十
二
年
二
月
一
日
、
東
京
美
術
学
校
が
開
校
し
た
。
開
校
式
に
つ
い

て
は
十
分
な
記
録
が
な
く
、
た
だ
、
当
時
の
雑
誌
等
に
左
記
の
よ
う
に
記
さ
れ

存籍以
せ簿下 4847 
ず現学

46 45 44 43 42 41 40 

開

校

島

田

里

喜

蔵

金

沢

悌

次

郎

岡

倉

覚

乎

井

上

宜

文

藤

田

玉

二

大

内

佐

太

郎

川

上

彦

吉

岡

又

太

郎

山

田

叔

二

郎

白

鳥

駒

吉

三

瓶

政

賢

坂

井

紅

児

門

野

富

五

郎

江

中

万

造

室

町

公

大

酒

井

利

之

助

寛

稲

四

郎

大
西
（
船
田
）
虎
蔵

山

崎

競

村

山

五

木

村

吉

吉

田

吉

斎

藤

謙

渡

部

衛

織 金良旬

無

牛

不 越

山

立

栃
木
県
第
一
中
学
校

雲

一学
習
院
中
等
科

崩

一狩
野
芳
崖
門

秋
水
一
狩
野
芳
崖
門

新
潟
、
西
堀
小
学
校
高
等
科

・
北
越
学

館京
都
市
立
画
学
校

船

岳

一楷
梯
学
舎

や
に
聞
く

〇
美
術
學
校
開
校
式

上
野
公
園
教
育
博
物
舘
内
の
美
術
學
校
に
て
は
去

月
二
十
五
日
よ
り
二
十
八
日
迄
入
學
志
願
者
の
試
験
も
演
み
そ
の
成
績
取

調
べ
も
最
早
結
了
す
る
に
付
き
二
月
一

日
に
は
開
校
式
を
執
行
せ
ら
る
A

（
『
絵
画
叢
誌
』
第
廿
二
巻
。
明
治
一
一
十
二
年
一
月
二
十
五
日
）

0
美
術
學
校
東
京
美
術
學
校
の
募
集
に
應
じ
て
入
學
試
験
を
受
け
た
る

者
百
十
四
人
内
及
第
せ
る
も
の
五
十
人
各
府
縣
の
特
選
に
係
り
入
學
試
瞼

に
及
第
せ
し
も
の
十
五
人
合
せ
て
六
十
五
人
の
入
學
あ
り
て
去
る
一
日
開

校
式
を
行
は
れ
引
績
き
て
授
業
を
始
め
ら
れ
た
り
教
諭
は
在
来
の
諸
氏
へ

黒
川
員
頼
橋
本
雅
邦
の
二
氏
を
も
加
へ
ら
れ
た
り

第
廿
三
巻
。
明
治
二
十
二
年
二
月
二
十
五
日
）

て
い
る
の
み
で
あ
る
。

（同
右
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